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基
本
方
針
策
定

　
福
岡
蔵
本
地
区
の
白
石
川
砂
防
堰
堤
を
中
心

と
す
る
梁
場
橋
か
ら
薬
師
橋
の
区
問
が
、
歴
史

遺
構
物
の
保
存
・
整
備
と
良
好
な
自
然
環
境
を

生
か
し
て
、
子
供
た
ち
が
水
辺
で
遊
べ
る
よ
う

な
環
境
に
整
備
す
る
「
水
辺
の
楽
校
」
と
し
て
、

昨
年
一
月
に
建
設
省
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

さ
れ
ま
し
た
（
白
石
川
は
県
管
理
河
川
の
た
め
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妬

事
業
主
体
は
宮
城
県
）
。
今
回
は
そ
の
整
備
計
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画
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概
要
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い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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と
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あ
え
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水
辺
空
間

　
計
画
区
域
と
な
る
辺
り
は
緑
が
多
く
、
ヤ
マ

メ
、
ウ
グ
イ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ア
ユ
な
ど
の
魚
類

が
遡
上
・
回
遊
す
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
末
期
の
天

保
年
間
に
、
片
倉
家
の
家
臣
片
平
観
平
親
子
が

市
内
に
張
り
巡
ら
せ
た
掘
割
に
水
を
供
給
す
る

た
め
に
築
い
た
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
歴

史
的
用
水
お
よ
び
専
用
燧
道
「
切
通
し
（
き
ん

ど
し
）
」
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

し

　
こ
れ
ら
を
生
か
し
て
、
郷
土
発
展
の
歴
史
を

学
び
、
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
水
辺
空
問
の
創
出

に
向
け
た
計
画
策
定
を
行
う
た
め
、
市
で
は
、

地
域
住
民
、
市
民
団
体
、
学
識
経
験
者
、
行
政

等
十
八
名
か
ら
構
成
す
る
「
白
石
川
懇
談
会
」

を
昨
年
四
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会

は
、
現
地
調
査
を
含
め
こ
れ
ま
で
四
回
開
催
さ

れ
、
地
域
住
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
白
石
川
と

す
る
た
め
、
住
民
と
川
と
の
か
か
わ
り
の
あ
り

方
や
利
活
用
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
、
こ
の
ぼ
ど
「
水
辺
の
楽
校
」
整
備
計

画
の
基
本
方
針
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

整
備
計
画
（
案
）

　
現
存
す
る
自
然
環
境
を
極
力
保
全
し
、
遊
歩

道
を
通
じ
て
景
観
を
眺
め
た
り
、
自
然
に
接
し

や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
安
全
に
川
遊
び
が
で

き
る
よ
う
に
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
（
芋
煮
会
等
）
で
人
々
が
集
う
場
や
生
態

系
、
歴
史
等
の
学
習
の
場
と
し
て
の
施
設
な
ど

を
提
供
し
ま
す
。

具
体
的
な
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
築
堤
護
岸
（
薬
師
橋
～
蔵
本
堰
右
岸
）

・
燧
道
記
念
館

　
〔
歴
史
学
習
の
場
〕

（
水
車
、
淡
水
魚
・
水
中
動
物
資
料
館
等
）

・
燧
道
入
り
口
部
を
見
ら
れ
る
展
望
広
場

・
燧
道
危
険
箇
所
の
整
備

・
魚
道
の
改
修
及
び
魚
道
観
察
室

　
〔
生
き
物
学
習
の
場
〕

（
魚
道
を
改
修
し
魚
が
砂
防
堰
堤
を
上
れ
る

よ
う
に
し
た
り
、
地
下
通
路
沿
い
の
ガ
ラ
ス

越
し
に
ア
ユ
や
イ
ワ
ナ
な
ど
魚
の
遡
上
状
況

▼薬師橋から蛇淵堰堤を望む
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▲蛇淵堰堤下流右岸にある現在の魚道

を
観
察
で
き
る
魚
道
観
察
室
を
整
備
。
）

・
堰
の
緩
傾
斜
（
魚
の
誘
導
及
び
転
落
防
止
）

・
親
水
プ
ー
ル
（
堰
上
流
）

・
遊
歩
道
整
備

・
ト
イ
レ
、
炊
事
場
の
整
備

・
駐
車
場
の
整
備

・
四
阿
の
整
備

（
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
等
）

・
林
の
整
理
（
間
伐
）

・
潜
り
橋

今
後
の
計
画

　
今
年
度
内
に
「
白
石
川
懇
談
会
」
で
実
施
に

向
け
た
詳
細
設
計
を
策
定
し
、
平
成
十
一
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
、
平
成
十
三
年
度
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。
な
お
、
総
事
業
費
は
、
七
億
三

千
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。



　
片
平
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平
親
子
が
掘
っ
た
燧
道
（
切
通
し
）
は
、
小
学
一
一
一
、
四
年
生
の
副
読

本
「
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
（
発
行
者
”
白
石
市
・
蔵
王
町
・
七
ヶ
宿
町
の
各

教
育
委
員
会
）
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
副
読
本
を
基
に
、
「
水
の
町

白
石
」
の
礎
を
築
い
た
片
平
観
平
の
偉
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
蔵
本
の
大
堰

　
沢
端
川
や
舘
堀
な
ど
市
内
を
流
れ
る
大
小
の

掘
割
の
多
く
は
、
自
然
の
河
川
で
は
な
く
人
工

的
に
造
ら
れ
、
白
石
川
か
ら
導
水
さ
れ
た
も
の

で
す
。
白
石
川
蔵
本
の
大
堰
（
今
の
蛇
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ム
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）
の
下
流
の
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瀬
に
土
を
詰
め
た
俵
や
玉

石
、
材
木
な
ど
で
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を
築
き
、
そ
こ
で
せ
き
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薬
師
橋

大
堰

　　笑羅鱒

蛇淵

弁ト～　ダ
　ム

、全用水路

／
松
淵

め
た
水
が
用
水
路
に
入
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
初
め
て
蔵
本
の
大
堰
か
ら
水
を
引
い
た
の

は
一
五
九
二
年
ご
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
用
水
は
、
白
石
城
の
防
備
の
ほ
か
、
生
活

　
　
か
ん
が
い

用
水
、
灌
概
用
水
、
防
火
用
水
等
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
常
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
白
石
川
は
水
面
が
ま
ち
よ
り
約
二

〇
メ
ー
ト
ル
も
低
く
、
ま
ち
の
広
が
り
と
と
も

に
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
雨
が
続
く
と
白
石
川
の
増
水
に

よ
っ
て
た
び
た
び
大
堰
が
壊
さ
れ
、
用
水
路
に

水
が
流
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一

年
の
う
ち
二
度
も
壊
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
修

復
の
た
め
の
資
材
や
労
力
は
大
変
な
も
の
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

片
平
観
平
親
子

　
片
倉
家
の
家
臣
片
平
観
平
友
寿
、
友
英
親
子

は
、
こ
う
し
た
苦
労
と
負
担
を
見
る
に
忍
び
ず
、

恒
久
的
な
取
水
口
の
改
修
を
思
い
立
ち
ま
し

た
。
白
石
川
梁
場
下
流
の
俵
縁
か
ら
松
淵
ま
で

の
右
岸
、
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
川
沿
い
の
岩

盤
に
川
底
よ
り
も
緩
く
下
る
ト
ン
ネ
ル
（
ト
ン

ネ
ル
区
間
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
オ
ー
プ
ン
区

問
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
掘
っ
て
用
水
の
取

り
入
れ
口
ま
で
つ
な
ぐ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
、
観
平
が
私
財
を
投
じ
て
造
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▲水流で削られている燧道跡

　
　
　
　
　
き
ん
ど
し

っ
た
「
燧
道
（
切
通
し
）
」
で
す
。

　
当
時
は
、
測
量
機
械
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

つ
る
は
し
や
ス
コ
ッ
プ
さ
え
も
ま
だ
な
く
、
た

が
ね
の
尻
を
金
づ
ち
で
打
っ
て
た
た
き
掘
る
と

い
う
大
変
な
工
事
で
し
た
。
ま
た
、
工
事
の
途
中

に
大
凶
作
、
大
飢
鰹
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

お
お
よ
そ
十
年
（
一
八
三
〇
年
～
一
八
四
〇
年
ご

ろ
）
の
歳
月
が
か
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
燧
道
の
完
成
に
よ
り
、
大
堰
に
頼
ら
ず
直
接

取
水
す
る
こ
と
が
で
き
、
用
水
路
は
天
候
に
関

係
な
く
安
定
し
た
流
れ
と
な
り
ま
し
た
。
白
石

城
を
中
心
と
し
た
掘
割
に
水
を
導
き
、
市
内
の

至
る
所
に
こ
の
水
を
利
用
し
た
水
車
と
き
れ
い

な
水
で
う
ー
め
ん
、
和
紙
、
く
ず
粉
（
白
石
三

白
）
な
ど
の
産
業
が
発
達
、
水
音
の
聞
こ
え
る

城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
終
わ
り
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
き
ん
ど

し
の
水
は
流
れ
続
け
ま
し
た
。

〈
燧
道
内
部

　
蛇
淵
ダ
ム
（
堰
堤
）

　
き
ん
ど
し
に
頼
っ
て
百
年
経
過
し
た
昭
和
十

七
年
、
蔵
本
ダ
ム
（
蛇
淵
堰
堤
）
の
工
事
が
始

ま
り
、
昭
和
二
十
六
年
に
完
成
し
、
ダ
ム
で
せ

き
止
め
た
水
を
市
内
用
水
路
に
送
り
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
ダ
ム
か
ら
用
水
路
へ
送
り
込
む

水
は
観
平
が
造
っ
た
き
ん
ど
し
の
出
口
か
ら
今

も
あ
ふ
れ
出
て
き
て
い
ま
す
。
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▼神明社石段入口にある片平観平の碑
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欝野1
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ゴ幅

▲蛇淵ダム

咋踊

▲切通しの出口から流れ出る水

　
川
を
考
え
る

　
先
人
の
意
思
を
知
り
、
川
と
ふ
れ
あ
い
、
親

し
み
、
川
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
の
恵

み
の
大
切
さ
を
時
代
を
超
え
て
子
孫
に
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
水
清
き
白
石
を
将
来
に
向
か
っ
て
、

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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みなさんからの素敵な

情報を待ってますf

1田病院とは未来を見据えたメ

■　　　　　煽・｝　　　　　　｝　　　　　　　　一「

ユド．1一藩野『叢璽

　刈田病院の将来像を考えるフォー

ラムが6月21日、キューブで開催さ

れました。大勢の市民の方が詰めか

けて刈田病院の整備に対する関心の

高さがうかがい知れました。初めに、

病院の移転新築に成功した岩手県立

胆沢病院の高杉名誉院長による基調

講演が行われ、救急医療を基本に据

えながら、患者に対する十分な説明

と待ち時間の短縮等に心がけている

ことなどを話されました。この後、

大内刈田病院長や受診者代表ら5名

によるパネルディスカッションが行

われ、刈田病院の将来像について活

発な意見が出されました。

遊んで食べて…楽し旧曜日

　7月5日、白石郵便局でお客様感

謝祭が行われ、300名を超える家族

連れで賑わいました。会場となった

構内駐車場では郵便局の職員が家庭

から持ち寄ったものを販売するチャ

リティバザー（バザーの売上金

58，730円が社会福祉協議会へ寄付さ

れました。）が行われたほか、金魚

すくい、わたあめ、かき氷などが無

料で振る舞われました。

代を担う倉1凹造の空間マルチメディア時

　祝白礁報センター慰落成式

甚

や
』
、
・

イベントでは、インターネット無料

体験、小学生パソコンお絵かき大会、

マルチメディア相談コーナーなどが

行われ、小学生からお年寄りの方ま

で大勢の市民がマルチメディアを体

験しました。

※広報7月号で募集いたしましたパ

ソコン講習会は、好評で初心者コー

ス、自習コースともに定員に達して

います。次回のパソコン講習会につ

いても広報しろいしに掲載されます

ので、楽しみにお待ちください。

　保健福祉・教育の情報化、マルチ

メディア塾など、白石市の21世紀を
ひら

拓くネットワークを構築する情報

館、白石市情報センター「アテネ」

が7月6日にオープンしました。

　落成式に続いて行われたオープニ

ングセレモニーでは、姉妹都市登別

市、臼石市と同じように情報化に取

り組んでいる秋田県湯沢市とアテネ

をつないだTV電話システムを使用

しての記念通話が行われました。

　12日まで開催されたオープン記念

りに挑戦作本場の鮫子

圃脱．

｝「
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萄
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，
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冴
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鰯

　白石ユネスコ協会主催による国際

料理教室が6月24日、会員や主婦ら

約30名が参加して中央公民館で開催

されました。今回は市内南町在住で

スパッシュランドに勤務している中

国出身の王利（ワンリー）さん、孫

麗（ソンレイ）さんご夫妻を講師に

招き、北京の家庭料理としてポピュ

ラーな水鮫子の作り方を教えてもら

いました。約1時問かけて作った鮫

子を食べながら歓談した参加者は、

「本場の飯子で暑い夏を乗り切りた

い。」と話していました。

利用者の安らぎと幸せを願りて

　7月15日、市役所健康センター内

に白石市医師会が運営する訪問看護

ステーションがオープンしました。

　これは、寝たきりの方や痴呆症の

方など介護を必要とする方々が、住

み慣れた家で、より快適な療養生活

を送ることができるように、訪問看

護専門の保健婦、看護婦がかかりつ

けの医師と連絡をとりながら、一人

ひとりの状態に合わせた看護を提供

するものです。利用のお申し込みは、

かかりつけの医師または訪問看護ス

テーション（宙24－2267）へどうぞ。

地域住民の見事な成果

　6月20日、斎川馬牛沼近くに3カ所

あるあやめ園であやめ祭りが開催さ

れました。これは、斎川の地域住民

が中心になって結成した斎川馬牛沼

あやめ園友の会の皆さんが行ってい

るもので、今年で4回目を迎えまし

た。会員たちによる除草など日ごろ

の手入れにこたえるように、1，600㎡

の敷地内の約7，000株のあやめが色鮮

やかに咲き乱れていました。

　　　　　　あずまや
　また、今年は四阿風休憩所が園内

に設けられ、冬には白鳥を眺められ

るなど、市民の憩いの場所になりそ

うです。

指して賢い消費者を目

デ織率濯鯉墾懸
消費者大学闘講式「二、

　㌔欄「

　市役所で6月29日、主婦ら60名が

参加して消費生活について学ぶ「消

費者大学」開講式が行われました。

第1回目のこの日は、「契約のトラ

ブルを防ぐために」と題して、大河

原地方県事務所消費生活専門相談員

の佐藤茂子さんから、通信販売やク

ーリングオフなどについてお話があ

りました。今後、「長寿社会と生活

設計」などをテーマとして3回開講

される予定です。

塾
暗
麟
翻
輪
齢
瀬
塾
腋
頴
舗
酵
排
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翠
鞍
響

時
に
、
一
九
九
八
年
は
宮
城
県
人

会
創
立
四
十
五
周
年
・
七
夕
施
行

二
十
周
年
で
あ
る
。
そ
れ
を
記
念

し
て
、
自
石
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
に
移

住
し
た
人
達
で
「
ふ
る
さ
と
臼
石

会
」
を
作
り
た
い
、
そ
の
時
は
市

長
と
し
て
是
非
参
加
し
て
欲
し

い
。
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
且

つ
、
今
回
は
仙
台
市
長
が
欠
席
の

た
め
、
宮
城
県
市
長
会
代
表
と
し

て
の
要
請
も
あ
っ
た
の
で
何
と
か

日
程
を
や
り
く
り
し
た
。

　
着
い
た
当
日
、
七
月
十
六
日
は

浅
野
知
事
、
佐
々
木
県
議
長
と
一

緒
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
知
事
及
び
州

議
会
議
長
の
表
敬
訪
問
、
県
人
会

と
の
交
流
会
。
十
七
日
は
慰
霊
碑

参
拝
、
午
後
は
仙
台
市
の
加
藤
助

1川井市長の

せせらぎトーク

■「ブラジル訪問記（一）」■

役
等
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
長
及
び
議
長
表
敬
訪
問
、

続
い
て
第
二
十
回
サ
ン
パ
ウ
ロ
七
夕
祭
前
夜
祭
、

会
、
ふ
る
さ
と
白
石
会
。

終
わ
っ
て
、
本
番
の
七

夕
祭
、
そ
し
て
、
パ
レ

ー
ド
。
と
、
息
付
く
暇

も
な
い
。
一
般
参
加
の

方
は
適
当
に
サ
ボ
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
こ
ち

ら
は
挨
拶
や
ら
記
念
品

贈
呈
や
ら
逃
げ
出
す
ス

キ
が
な
い
。

　
殊
に
参
っ
た
の
は
、

時
間
が
滅
茶
苦
茶
な
こ

と
で
あ
る
。
七
月
十
八

日
の
県
人
会
記
念
式
典

で
祝
辞
を
述
べ
る
人
が

予
定
で
何
と
十
七
人
、

そ
れ
に
選
挙
前
と
か
で

飛
び
入
り
が
入
る
か
ら

い
つ
終
わ
る
か
見
当
も
付
か
な
い
。
三
時
間
以
上

も
雛
壇
に
上
げ
ら
れ
て
み
な
さ
い
よ
。
時
差
ボ
ケ

よ
り
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。

　
た
だ
、
「
ふ
る
さ
と
白
石
会
」
は
楽
し
か
っ
た
。
現

役
で
大
活
躍
中
の
小
池
郁
夫
さ
ん
は
結
婚
式
で
欠

席
だ
っ
た
が
、
元
老
の
小
関
敬
一
さ
ん
や
佐
山
惇

さ
ん
、
小
池
和
夫
さ
ん
、
小
下
倉
出
身
の
大
庭
民
司

さ
ん
、
村
田
の
森
修
さ
ん
ほ
か
二
十
人
近
い
方
々

が
赤
閥
学
院
の
貴
賓
室
で
歓
談
に
時
を
忘
れ
た
。

　
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
弥
治
郎
の
佐
藤
か
つ
よ
さ

ん
。
前
日
の
慰
霊
祭
で
、
知
事
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
年
は
い
く
つ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
て
「
三

十
八
才
」
と
言
い
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
知
事

に
向
か
っ
て
「
お
前
は
よ
っ
ぽ
ど
頭
が
悪
い
な
」

と
ど
や
し
つ
け
た
と
い
う
。
彼
女
は
八
十
三
才
に

な
る
。
密
着
取
材
を
し
て
い
た
仙
台
放
送
テ
レ
ビ

が
喜
ん
で
し
ま
っ
て
、
翌
日
佐
藤
さ
ん
宅
に
カ
メ

ラ
が
入
る
と
い
う
。
私
に
も
「
旨
い
コ
…
ヒ
！
を

飲
ま
せ
る
か
ら
是
非
来
い
」
と
誘
わ
れ
た
が
知
事

と
岡
じ
目
に
あ
っ
て
は
大
変
な
の
で
丁
重
に
お
断

り
を
し
た
。
八
月
七
日
、
三
十
分
番
組
で
放
映
さ

れ
る
そ
う
だ
か
ら
乞
う
ご
期
待
。

　
阿
部
ノ
ブ
子
さ
ん
は
斎
川
出
身
の
女
性
。
「
小

室
さ
ん
は
お
元
気
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
が
、
元

市
議
の
小
室
元
一
さ
ん
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
庭
民

司
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
秀
才
で
最
難
関
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
大
学
医
学
部
に
挑
戦
中
だ
と
い
う
。
成
功
を

祈
り
た
い
。

　
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
は
お
土
産
の
中
で
最
も
人
気

が
あ
っ
た
の
が
、
佐
藤
孝
一
商
工
会
議
所
会
頭
か

ら
預
か
っ
て
き
た
軍
歌
集
で
、
引
っ
張
り
だ
こ
だ

っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
の
山
崎
亨
さ
ん
は
、
予
科

練
合
格
を
記
し
た
戸
籍
謄
本
の
コ
ピ
ー
を
わ
ざ
わ

ざ
持
っ
て
来
て
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
攻
隊
に

志
願
し
た
会
頭
と
は
意
気
投
合
す
る
だ
ろ
う
。

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
四
十
年
、
皆
さ
ん
お
元
気

だ
が
実
は
大
き
な
心
配
が
あ
る
。
元
来
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
農
産
物
、
野
菜
、
果
物
、
コ
ー
ヒ
i
、
養
鶏

等
は
日
本
人
コ
ロ
ニ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
き
た

が
、
在
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
は
優
秀
で
あ
る
だ
け
に

三
世
四
世
の
人
達
は
農
業
か
ら
他
産
業
に
ど
ん
ど

ん
進
出
し
、
日
系
人
と
し
て
の
意
識
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
あ
と
十
年
も
す
れ
ば
、
県
人
会
は
消
滅
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
る
で
日
本
の
縮
図

を
見
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
世
界
的
社
会
問
題
か

も
知
れ
な
い
。



市
民
文
芸
胤
蠣
灘
鐵
遜
騰
郎
韓
刀
襟

高
橋
辰
男
選

夜
の
更
け
て
ホ
ー
ム
に
下
り
立
つ
吾
を
見
て
改
札
口

で
夫
は
手
を
振
る
　
　
　
　
　
　
　
平
間
　
久
子

梅
雨
時
に
元
気
つ
け
よ
と
ミ
ニ
コ
ン
ポ
ボ
リ
ュ
ー
ム

あ
げ
て
共
に
ハ
ミ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

諏
訪
神
社
御
柱
祭
近
づ
き
て
総
代
最
後
の
勤
め
願
え

り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
三
郎

退
院
後
よ
う
や
く
植
え
し
馬
鈴
薯
の
花
人
並
み
に
咲

け
る
い
と
し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
カ
シ
ワ

亡
き
夫
と
夢
の
続
き
に
会
い
た
く
て
訪
い
し
山
里
桐

の
花
満
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

若
き
ら
と
共
に
住
ま
い
て
つ
く
り
た
る
季
節
の
野
菜

が
食
卓
飾
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

車
窓
よ
り
ゆ
く
り
な
く
見
し
桐
の
木
に
下
駄
作
り
居

し
亡
父
の
偲
ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

自
転
車
の
荷
台
に
鍬
を
結
わ
い
つ
け
山
畑
ま
で
の
吾

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
　
　
　
高
野
伝

減
反
の
田
に
咲
く
あ
や
め
見
頃
な
る
優
雅
な
気
分
何

時
ま
で
つ
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

ワ
ラ
ビ
と
り
も
は
や
終
り
と
思
い
つ
・
白
寿
の
母
に

こ
た
え
て
今
日
も
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

圖
一
首
目
。
夜
更
け
の
駅
に
出
迎
え
て
く
れ
た
御

主
人
へ
の
感
謝
の
念
が
こ
も
る
。
下
句
が
具
体
的
で

よ
い
。
二
首
目
。
ミ
ニ
コ
ン
ポ
で
梅
雨
の
う
っ
と
う

し
さ
を
吹
き
払
う
、
前
向
き
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
。

三
首
目
。
伝
統
あ
る
越
河
諏
訪
神
社
の
御
柱
祭
を
無

事
勤
め
よ
う
と
す
る
緊
張
感
が
歌
わ
れ
た
。

遠
藤
秋
尾
選

街
路
樹
の
裏
返
り
つ
・
青
嵐

タ
ク
シ
ー
の
座
席
を
ぬ
ら
し
梅
雨
の
傘

岩
澤
伍
峯

青
木
良
子

分
校
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ブ
　
日
下
　
　
文

扇
風
機
所
望
の
電
話
任
地
よ
り
　
　
　
鈴
木
　
民
子

　
　
　
　
　
　
こ
し
た
や
み

旬
碑
の
丘
日
の
照
り
濃
ゆ
き
木
下
闇
　
佐
藤
　
周
子

妻
と
居
て
話
し
途
切
れ
し
蛙
の
夜
　
　
高
橋
　
正
雄

今
日
よ
り
は
こ
ま
め
に
草
取
り
す
る
こ
と
に
　
山
家
　
弘
子

風
鈴
や
路
地
裏
住
み
は
情
厚
し
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

初
咲
き
を
先
づ
は
供
へ
り
花
菖
蒲
　
高
子
た
ち
ば
な

久
々
の
畑
仕
事
や
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

圖
一
句
目
。
青
嵐
と
は
木
々
の
緑
が
満
ち
あ
ふ
れ

る
こ
ろ
の
強
い
風
の
こ
と
。
青
嵐
で
街
路
樹
の
葉
が

裏
返
っ
た
と
表
現
し
て
成
功
し
た
旬
。
二
句
目
。
タ

ク
シ
ー
に
乗
る
前
に
傘
の
滴
を
切
っ
た
の
だ
が
、
気

づ
く
と
座
席
を
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
後
で
乗
る
客

に
申
し
訳
な
い
と
思
う
作
者
で
あ
る
。
三
句
目
。
分

校
の
歌
壇
で
あ
ろ
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
は
一
人
一
人

の
名
札
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
句
。

近
江
孫
太
郎
選

気
が
つ
け
ば
カ
ゴ
メ
カ
ゴ
メ
の
外
に
い
る
菅
野
　
春
江

噂
好
き
の
女
の
口
が
乾
か
な
い
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

崩
壊
の
兆
か
音
の
な
い
家
庭
　
　
　
　
菊
池
　
不
忘

白
い
鳩
に
託
し
て
放
つ
風
の
訴
状
　
　
片
岡
　
鶴
子

た
だ
今
と
仮
面
外
し
て
父
帰
る
　
　
　
草
野
　
　
清

視
力
回
復
あ
な
た
の
心
見
え
て
く
る
　
米
沢
　
礼
子

電
化
と
や
目
の
玉
を
抜
く
請
求
書
　
　
芝
　
玄
太
郎

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
じ
て
い
き
な
り
失
業
者
　
小
野
嘉
津
子

花
冷
え
に
追
い
打
ち
か
け
る
社
会
面
　
一
條
　
芳
子

親
を
み
る
子
が
ほ
め
ら
れ
て
い
る
七
不
思
議
　
大
沼
　
妙
子

圖
一
句
目
。
か
ご
め
は
「
囲
む
」
の
命
令
形
で

「
囲
め
」
の
意
だ
ろ
う
。
子
供
の
遊
戯
の
一
つ
。
こ

の
句
の
よ
う
な
一
種
の
「
仲
問
外
れ
」
の
現
象
は
、

子
供
や
大
人
の
生
活
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
秀
句
。
二
句
目
。
乾
き
の
反
語
は
濡
れ
る
だ
が
、

「
噂
好
き
の
女
」
の
口
は
乾
く
暇
が
な
い
。
私
た
ち

の
周
り
に
あ
る
事
象
を
川
柳
に
仕
立
て
た
作
者
の
才

に
脱
帽
。
佳
旬
。
三
句
目
。
と
か
く
「
笑
い
の
な
い

家
庭
」
は
、
い
つ
し
か
「
家
庭
の
崩
壊
」
と
い
う
悲

劇
を
生
み
が
ち
。
世
の
親
た
ち
へ
の
警
鐘
句
で
も
あ

る
。
佳
句
。

一

訳ぐ＼79釜
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》仕事について

　仕事は販売、経理を担当しています。入社して

半年たちましたが、覚えることがまだまだあるの

で、頑張りたいです。

》夢や目標

　好きなことや興味ある人々を身近に感じること

ができる今日このごろです。この機会にいろいろ

なことを吸収することが目標です。

酒
．

　
一
　
戸
　

恥
－

貫
な
　
　
ξ

、
、
癖
門
爵

　
ヱ
『
F
－
　
　
　
　
　
＼

　
、
　
・

－
　
二

＝

、

り理想のタイプ

　行動力があり、愛すべき一面を持っている人

　ラクダ顔が永遠のテーマです。

　　、・蜷考える野腿モ取

　大平少年野球クラブ「レインボー」

は、クラブ員17名の野球の好ぎな小学

生の集まりです。大変伝統あるクラブ

で、数多くの大会に優秀な成績を収め

てきました。試合に勝つことも大事で

すが、野球；を通して相手の立場になっ

て考え5れる体も心も強い子供にと願

っています。

　また、レインボーでは、夏にはバー

ベキュー、禽宿を行い、クラブ員相互

の友情を深めています。

　野球に興昧のある小学生は学区に関

係なく歓迎しますので見学に来てくだ

さい。クラプ員募集中です。

　
　
　
★

　
　
⑧

）一竹人　
　
4

　
　
　
★

塁怠玉t二覧
樋吋楓誌一

’
〈
，

ナ

へ

へ塀｝…畠［L隅帖＝
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八一ストビル便り

斤0η7S17μkUちゃん　このバス（実は真っ赤な車体）、名前を“シドニ

ー・エクスプローラー”といいます。このバスは、

シドニー市内の観光名所22カ所（オペラパウスな

ど）を1周約1時間30分で回ります。バスは15分

ごとに循環するので、好きなところで降りてじっく

り見るのもよし、一度にたくさんのものを見るのも

よし。とにかく自分のペースで観光ができるのです。

　このほかにも、シドニーで有名な美しい入り江や

ビーチを巡るブルーの車体の“ボンダイ＆ベイ・エ

クスプローラー”もあります。ちなみに、料金は2

つとも1日有効チケットで2，000円ぐらいです。機

会があれば皆さんも試してみてください。



　
＼

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

★
特
別
障
害
者
手
当

　
心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
、

在
宅
で
二
十
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ

る
福
祉
制
度
で
す
。

・
手
当
額
　
月
額
二
六
、
七
〇
〇
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

　
心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
、
在
宅
で
二
十
歳

未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
る
福
祉
制
度
で

す
。・

手
当
額
　
月
額
一
四
、
五
二
〇
円

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
本
人
や
扶
養
義

　
務
者
の
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る

　
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

★
手
続
き
に
つ
い
て

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
は
、
福
祉

事
務
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

め
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
年
金
制
度
を

守
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
キ
チ
ン
と
納
め

ま
し
よ
う
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
預
金
残

　
高
が
不
足
し
ま
す
と
振
替
不
能
と
な

　
り
、
納
め
忘
れ
が
生
じ
ま
す
の
で
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
宙
二
二
－
一
三
一
二

★
現
況
届
の
提
出

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
及
ぴ
障
害

児
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
毎
年
八
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日

ま
で
に
所
得
状
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
民
生
部
福
祉
事
務
所

　
社
会
福
祉
係
　
面
二
二
－
一
四
〇
〇

　
将
来
、
国
民
年
金
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
毎
月
忘
れ
ず
に
納
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
ケ

ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
や

死
亡
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
も
年
金
額
が
少

な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
ら
れ
な

く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
自
分
の
た

Q＆卜
　
　
　
　
Q
，
7
0
歳
に
な
る
と
老

　
　
　
　
人
保
険
制
度
該
当
に
な

　
　
　
　
り
ま
す
が
、
国
保
税
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
．
老
人
保
険
制
度
で
診
療
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
加
入

し
て
い
る
国
保
の
被
保
険
者
と
し

て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
で
保
険
証

も
従
来
ど
お
り
交
付
さ
れ
、
引
き

続
き
国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

☆
8
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
4

期
の
納
期
で
す
。
便
利
な
ロ
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
と
所
得
制
限

限
度
額
の
改
正
の
お
知
ら
せ

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
所
得
や

監
護
の
状
況
な
ど
の
確
認
の
た
め
、
八

月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
に
現
況

届
、
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
手
当
を
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
う
ち
、
本

人
一
部
支
給
と
扶
養
義
務
者
の
所
得
制

限
限
度
額
が
平
成
十
年
八
月
か
ら
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

■
支
給
事
由
が
「
未
婚
」
の
（
旧
）
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
の
方
へ

　
未
婚
を
事
由
と
し
て
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
平
成
十
年
八
月
か
ら
、
認

知
に
よ
っ
て
受
給
資
格
は
喪
失
し
な
い

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
既
に
認
知
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を
喪

失
し
た
方
は
、
父
の
い
な
い
家
庭
の
状

況
に
変
わ
り
が
な
け
れ
ば
、
改
め
て
認

定
の
請
求
を
す
る
こ
と
に
よ
り
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
民
生
部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
肉
二
二
－
一
四
〇
〇

原
爆
犠
牲
者
に

　
　
　
　
　
　
黙
と
う
を

　
八
月
六
日
は
広
島
に
、
九
日
は
長
崎

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。

　
当
日
は
、
原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と

世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
事
務
所

㊥
⑫
⑳
㊧
㊧
㊨
⑭
）
懇
畿
）
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
，
隈
　
，
長
⑳
轍
湘
扇
醜
卜
一

　
平
成
九
年
度
の
市
政
懇
談
会
「
市
民

と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
は
、
地
元

主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、

市
内
広
く
2
5
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
懇
談
会
開
催
の
決
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
自
治
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
関
係
者
に
ご
相
談
を
申
し
上
げ
十

分
に
ご
検
討
願
っ
て
開
催
場
所
・
期
日

を
決
定
し
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　
市
民
の
方
々
と
市
長
の
膝
を
交
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い

対
談
の
中
で
、
多
く
の
質
問
や
高
遽
な

提
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
他
自
治
体

に
先
駆
け
た
事
業
や
前
例
の
少
な
い
条

例
の
制
定
な
ど
確
固
た
る
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　　のポイ捨て禁止
　　　　空き缶、空き瓶、たばこの
　　　　吸い殻、ガムのかみかす等
　　　　を捨ててはいけません。

　　　　このような行為をした場合
　　　　条例により処罰されます。

　　一　　　一　　　　白石市

▼平成9年度市政懇談会の提言、質問等状況

一

ふれあいトーク質問等の部別内訳事前提言・質問等の部別内訳加
数

参
人

催
所

開
箇

育
会

　
員

教
委

部業産部木土民生部部務総育
会

　
員

教
委

産業部土木部民生部部務総

13件50件40件88件53件13件40件117件45件20件

262件235件

233
人

内
5
所

市
2
力

　
例
え
ば
、
越
河
・
斎
川
地
区
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
市
政
懇
談
会
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
中
心
に
ゴ
ミ
問
題
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
は
市
内
の
公

園
や
路
肩
な
ど
に
た
ば
こ
や
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
な
ど
、
ゴ
ミ
の
散
乱
が
非

常
に
目
に
つ
く
と
い
う
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
も
ろ
も
ろ
の
施

策
実
行
を
初
め
と
し
な
が
ら
、
抜
本
的

対
応
と
し
て
は
、
全
国
的
に
も
事
例
の

少
な
い
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制

定
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
な
ど
外
国
の
方
の
来
訪
も
増
え

て
い
る
の
で
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
図
る
べ
き
と
の
意
見
か
ら
、
検

討
さ
れ
て
い
た
南
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
早
期
に
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
平
成
九
年
六
月
か
ら
平

成
十
年
三
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
市
政
懇

談
会
で
提
言
さ
れ
た
多
く
の
案
件
は
、

実
際
に
担
当
部
課
で
十
分
に
検
討
さ

れ
、
平
成
九
年
度
の
補
正
予
算
、
あ
る

い
は
本
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
市
政
懇
談
会
を
各
地
区
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
地
区
で

開
催
の
折
り
に
は
、
こ
ぞ
っ
て
お
集
ま

り
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

釧
マ
小
原
地
区
の
市
政
懇
談
会
風
景

8磯講鵬鰯蝦の醜麟一
　　　　　　　　鷺

　　　　　　　　　　罪
一
息

一議一 藍
隅冒一・縷一『．～ 1遭

翻黒趣・爆．、．．誘
　白石市は、市民総参画による市政　　て各地区を訪問し、市民の皆様の生

の発展を図るため、平成9年度に引　　の声を聞こうとするものです。

き続き本年度も、市民の方々との対　　　この市政懇談会のトークの中で市

話を特に重視した市政懇談会「市民　　民の皆様の貴重なご意見、ご提言等

と市長のふれあいトーク」を開催し　　を得て、これからの市政に反映させ

ています。　　　　　　　　　　　　ていこうとするものです。8月の市

　この市政懇談会は、皆様ご存じの　　政懇談会は下表のとおりですので、

ことと思いますが、事前の提言事項　　各地区の皆様の積極的な参加をお願

の集約をもとに、市長が先頭になっ　　いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　　開催場所

八宮生活センター

開催時間

土
寸ヨ　後午

開催月日

8月7日（金〕

　　自治会名
弥治郎、八宮、芹沢、大網

地区

福岡公民館午後6時8月19日休）山根、
中、

、
ノ山ノ下

深谷公民館午後7時8月20日休）西区上、西区下、南区、東区、北区

福岡

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の生の

声を聞く、意見交換の場所です。　　その成果をこれからの市政に反映し

ていこうとするものですので、ご理解を願います。



●平成10年度
　総合検診のお知らせ
く受診上の注意＞

◎高血圧、

結核予防法、老人保健法に基づく総合検診を下記により実

施いたしますので、受診されるようお知らせいたします。

　取っていただきます。

◎受診の際は、ボタン・ホックなどのついてい

　ない肌着を着用してください。

◎血液検査は空腹状態で検査しますので次の点

　に注意してください。

　　　　心臓病などの内科疾患で治療中の方は基本健康診査を受ける必要がありません。

◎尿は検診会場にお出かけ前にとり、ご持参くだ

　さい。容器が届かない方は、会場で紙コップに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈検診の受け方〉

午前に受診の方・　　当日、朝食を食べないで

　受診してください。

午後に受診の方…　　当日、昼食を食べないで

　受診してください。

＜結果通知について＞

◎検診結果・肺がん検診については、精密検査

　の必要のある方に通知いたします。

◎循環器検診の結果は、受診日から約1カ月後

　に本人あてに直接郵送いたします。

結核検診

肺ガン検診

循環器

検診

精密検査

貧血検査

対象者
16歳以上の方

（1）50歳以上で喫煙指数

（1日の喫煙本数×喫煙年数）

が600以上の方
（2）40歳以上で6カ月以内に

血疾のあった方

40歳以上の方

70歳以上の方

循環器検診で、医師から
精密検査を必要と判断さ
れた方

18歳から39歳までの女性
で希望者のみ

受診料金

料無

料無

1，000円

無料

料無

450円

検査項　目

胸部レントゲン

喀疾細胞診
（たんをとり、その中の

細胞を検査します。）

尿検査、身体検査、血圧測定、問診、

診察、血液検査（総コレステロール、H

DLコレステロール、中性脂肪、肝機能、

腎機能検査、血糖検査）

心電図、眼底検査、貧血検査

赤血球数、血色素量、血球容積、

その他

＜検診の日程と会場＞ 指定された日に都合の悪い方はどこの会場でも受けられます。

月　日

8月20日（木）

8月21日（金）

8月24日（月）

8月25日（火）

8月26日（水）

8月27日（木）

8月28日（金）

8月31日（月）

9月1日（火）

9月2日（水）

9月3日（木）

9月4日（金）

9月7日（月）

9月8日（火）

9月9日（水）

★9月10日（木）
（献血も行っています）

9月11日（金）

実施　場　所
三住研修センター
不忘研修センター
川原子集会所
八宮生活センター
弥治郎集会所
蔵王集会所
上戸沢集会所
大熊公会堂
小原公民館
明戸集会所

滝下会館

大平公民館

中央公民館

中央公民館

斎川公民館

越河公民館

福岡公民館

深谷公民館

堂会公婆都卒犬

臼川公民館

鷹巣コミュニティーセンター

大鷹沢4区集会所

小下倉集会所

大鷹沢公民館

健康センター

健康センター

健康センター

時　間
9　：30～10：30

12：00～13：00
13：30～14：00

9：00～11：00
12：30－13130
14：00－14：30
9　：00～9　：30

10：00－11：00
13：00～14；30
8　：30～9　；30

10：30～11：30
13：00－15：00

9：00～11：00
13：00～15：00
9：00～11；00
13：00～15：00

9：00～11：00
13：00～15：00

9：00～11：00
13：00～15：00
9：00～11：00
13：00～15：00
9：00～11：00
13：00～15：00

9：00～11：00
13：00～14；30

9：00～10：00
10：30～11：30
13：00～15：00

9：00～10：00
11：00～12：00
14：00～14：30

9：00～11：00
13：00－15：00

9：0Q～11：00
13：00～15：00

9：00－11：00
13：00－15：00
17：30－19；00

9：00～11；OO
13：00～15：00
17：30～19：00

実　施　区　分

　
子

住
忘
原

三
不
川
八宮・大網・芹沢
鎌先・弥治郎
蔵王

上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊
塩倉・猿鼻・東・中北・新町
湯元・明戸・赤坂・小久保平
滝上

滝下・尾箆・岩の上
大平1・2・7・8・9区

大平3の1・3の2・4・5・6区
寿山

柳町（14～43班）・旭町

本郷第1・郡山
上郡山・本郷第2

斎川1・2・3・4の1・8区
斎川4の2・5・6・7の1・7の2区
越河1・2・3・4・5・6区

越河7・8・9・10区
沖

上原、下原、山根・山の下
西区上・西区下、南区
東区、北区
臼川6・7区・大鷹沢12区
自川1・2区

臼川3・4・5区
大鷹沢4・5・6区

緑が丘・鷹巣
小下倉
大鷹沢1・2・3・7区
大鷹沢8・9・10・11区・田中区
西益岡・中町・柳町（1～13班）
本郷第3・短ヶ町・亘理町

本町・長町・清水小路・寿町
田町

都合で受診できなかった方
南町・本郷第4・新町

中益岡・東益岡

都合で受診できなかった方

《声籍勧翻揃麟鞠鞭翻畿鋳曙』》

届け出の種類

出生届

婚姻届

死亡届

　転籍届
（本籍を移すとぎ）

いつまでに

出生した日から14
日以内

※国外で出生した

　ときは3か月以内

どこに

・子の本籍地

・届け出人の住所地

・出生地

のうちのいずれかの

市区町村役場

だれが

・父又は母

・同居者

・その他

持参するもの

1 出生届書

（添付書類：出生証明書）

届け出人の印鑑

母子健康手帳

国民健康保険証

代理の方が来庁の場合、その方の印鑑

（注）子供の名に使用できる文字には、一定の制限があります。

・その他

1　児童手当申請（公務員の方は、職場での手続き）…受給者（保護者）となる方の住所地の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市区町村役場
2　乳幼児医療費助成申請…該当する子供の住所地の市区町村役場

届けた日から効力
が生じる

・夫又は妻の本籍地

・夫又は妻の住所地

のうちのいずれかの

市区町村役場

・夫と妻 　婚姻届書（成人の証人2名必要）

　戸籍抄本1通（本籍が市内のときは不要。

　ただし、新本籍が市外のときは必要）

　夫・妻二人の印鑑（旧姓のもの）

　父母の同意書（夫又は妻が未成年であるとき）

　国民健康保険証（加入者のみ）

　国民年金手帳（加入者のみ）

　印鑑登録証（氏が変わる方が名字の入った印

鑑を登録していた場合）

8　外国人の方の場合はあらかじめ戸籍係へ必要

書類についてご確認ください。

・結婚によって住所や世帯主が変わる場合は、住民異動届が必要となります。

死亡の事実を知っ
た日から7日以内

※国外で死亡した

　ときは3か月以内

・死亡者の本籍地

・届け出人の住所地

・死亡地

のうちのいずれかの

市区町村役場

・同居の親族

同居の親族以外
の親族

・その他の同居者等

1死亡届書
　（添付書類：死亡診断書又は死体検案書）

2　印鑑（死亡届の届け出人の印鑑と代理人

が来庁される場合その方の印鑑）

3　国民健康保険証
　　（加入者又は世帯主のとき）

　国民年金手帳（加入者のみ）

　国民年金証書（受給者のみ）

　老人医療受給者証（受給者のみ）

　印鑑登録証（登録者のみ）

・死亡にともない関連する手続き

1　「世帯主」が死亡した場合（二人以下の世帯を除く）…「世帯主変更届」が必要となります。

　保険証（国保世帯のみ）・健康手帳（該当者ある場合）

2　その他…福祉関係の受給者等に該当する場合（お問い合わせ先：福祉事務所　薗22－1400）

届けた日から効力
が生じる

・転籍地

・住所地

・本籍地

のうちのいずれかの

市区町村役場

・戸籍の筆頭者及

び配偶者

　（注1参照）

　転籍届書

　戸籍謄本1通
　　（白石市内問の転籍の場合は不要）

3　印鑑（筆頭者・配偶者）

注1

注2

注3

　筆頭者又は配偶者のいずれかが既に除籍になっている場合は、残る方だけで届け出することが
できます。

　本籍は、土地の地番のあるところ（住居表示地区については街区符号による本籍表示も「可」）

におくことができます。

　住民異動届では本籍を移すことはできません。本籍を移す場合はこの届けが必要です。

※　休日や夜問でも受け付けはできます。

　（本庁東側玄関に警備員がおりますので、そちらにお預けいただくことになります。）

※　各種戸籍届け出用紙及び戸籍届け出受付窓口は、白石市役所（本庁）民生部市民課となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市民課市民係　宙22－1312（直通）



市民の皆様へ
　　　　　　8月のごみ収集日について（お知らせ）
◆環境美化・リサイクルの推進にご協力願います。
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります．）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区　　分

　資源・ビン類

　第2、第5／火

　第2、第5／月

　第2、第5／木

　第2、第5／金

　第2、第5／水

　　　ご　　み
資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　　　地区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、臼川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年8月の収集日は下記のようになります。

不燃ごみ資源・ビン類資源・缶プラ

8／258／118／4、8／18

　　　　　　　　　可　燃　ご　み

8／4、　8／7、　8／11、　8／14、　8／18

8／21、　8／25、　8／28

地区名

越河、斎川、大平

8／248／10、8／318／3、8／17

8／278／138／6、　8／20

8／3、8／6、8／10、8／13、8／17、
8／20、　8／24、　8／27

大鷹沢、自川、小下倉

8／288／148／7、　8／21

8／268／128／5、8／19

8／3、8／5、8／6、8／10、8／12、8／13、8／17、

8／19、　8／20、　8／24、　8／26、　8／27、　8／31

8／4、8／5、8／7、8／11、8／12、
8／14、　8／18、　8／19、　8／21、　8／25、

8／26、8／28

福岡、小原

市街・東北本線東側
（白石工業高校側）

市街・東北本線西側

　（自石市役所側）

　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました。

◆お願　い
　1．ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝8時30分までに出してください。

　2，生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

　4．スプレー缶は中身を使い切ってから穴をあけ、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
　1，ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　◎仙南リサイクルセンターでは、一一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　宙22－1314

行
方
不
明
の
人
を
捜
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
～
身
元
不
明
者
を
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と
へ
～

　
警
察
で
は
、
八
月
中
、
警
察
本
部
と

各
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察
署
に
「
行
方
不
明
の
人
を
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行
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お
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○
自
殺
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、
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で
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、
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ま
だ
に
身
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か
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い
ま
ま
引
き
取
り
手
の
な
い
死
者
は
、

昭
和
五
十
八
年
以
降
、
県
内
で
は
九
八

人
、
全
国
で
約
一
二
、
七
〇
〇
人
お
り

ま
す
。

O
家
出
を
し
た
ま
ま
、
い
ま
だ
所
在
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
ま
た
、
安
否
を

気
づ
か
っ
て
い
る
家
族
や
関
係
者
の
方

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
お
よ
び
巡
回
相

談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
常
設
相
談
所

・
県
警
察
本
部
刑
事
部
鑑
識
課

　
宙
〇
二
二
－
二
二
一
－
七
一
七
一

　
　
（
内
線
二
九
六
四
、
二
九
六
五
）

・
白
石
警
察
署
刑
事
課

　
宙
二
五
－
二
一
三
八
（
内
線
二
一
二
九
）

◇
巡
回
相
談
所

O
日
時
八
月
十
一
日
（
火
）

　
　
　
　
（
午
前
九
時
～
午
後
四
時
）

O
場
所

　
仙
台
駅
交
番
（
J
R
仙
台
駅
構
内
）

　
宙
〇
ニ
ニ
…
二
二
三
ー
二
七
四
六

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
八
月
は
夏
休
み
な
ど
が
あ
り
、
季
節

の
風
物
詩
で
も
あ
る
「
花
火
遊
び
」
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
安
全
に
楽
し
く
遊
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

も
o
、
ミ
ー
大
人
の
人
と
す
る

b
o
ヨ
叶
2
必
ず
水
を
用
意
す
る

旦ミ

3
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場

　
　
　
　
所
で
は
し
な
い

℃
o
、
ミ
4
花
火
の
火
を
人
に
む
け
な

　
　
　
　
い

旦ミ

5
火
が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ

　
　
　
　
か
な
い

O
Q
ヨ
叶
6
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

　
　
　
　
　
一
度
に
つ
け
な
い

※
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
、
注
意

　
書
な
ど
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
1

　
　
　
　
　
正
し
ぐ
便
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
漿
し
い
花
火

圏φ

（
蔵
王
町
）

高
橋
　
孝

の

z

　
　
　
」

　
　
　
置

命
処

救「

大
泉
記
念
病
院

　
院
長

■　
人
間
は
時
と
所
を
選
ば
ず
、
い
つ
致

命
的
な
疾
病
発
作
や
け
が
を
す
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
、
こ
の
よ
う
な
と
き
、
も

し
そ
の
場
に
応
急
処
置
の
で
き
る
人
が

い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
人
の
生
死
が

決
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
応
急
処

置
は
そ
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
で
、
誰
で

も
進
ん
で
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
処
置
法
な
の
で
す
。

　
幸
い
に
し
て
人
問
は
、
呼
吸
が
停
止

し
て
も
心
臓
が
止
ま
る
ま
で
に
は
、
五

分
か
ら
十
分
ぐ
ら
い
の
有
余
が
あ
る
の

で
す
。
こ
の
間
に
応
急
処
置
（
人
工
呼

吸
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
れ
に
反
し
、
最
初
か
ら
心
停
止
を

来
し
た
場
合
は
、
一
刻
を
争
っ
て
応
急

処
置
（
心
肺
蘇
生
術
）
を
始
め
な
け
れ

＼＿．

ゆ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
心
臓
が
先
に
停
止
す

る
と
、
十
五
秒
ぐ
ら
い
で
意
識
が
な
く

な
り
一
な
い
し
二
分
で
呼
吸
も
止
ま
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
瞬

の
余
裕
も
な
く
、
直
ち
に
応
急
処
置
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

な
い
と
、
た
と
え
救
命
で
き
た
と
し
て

も
脳
死
を
来
し
、
植
物
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
応
急
処
置
は
、
極
め
て

緊
急
性
を
要
す
る
行
為
で
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
の
善
意
に
よ
る
医
療
行

為
の
た
め
、
医
師
法
に
も
抵
触
し
な
い

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

人
々
は
、
こ
ぞ
っ
て
こ
の
応
急
処
置
法

を
修
得
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

しむ

々子いな

　今回の3歳6か月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね里

緑が丘）

東町）

福岡八宮

毎歯を早く治しτ
　　メタルを壱らおう，

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6か

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

佐久間祐美ちゃん

千葉　望花ちゃん

新山　祐弥くん

山
町
町
南

郡
南
東
城

山田　美里ちゃん

新海洋人くん

小林駿人くん

金野紗也香ちゃん

　　一　　・　『、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
、
）

　
謬

　
　
　
　
蜀
　
　
　
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
款
．

愚
齢
、

　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
歴

　
砂
　
・
諸
滋
　
　
鍋
ひ

．
．
4
認
，
攣

輪
に
、
“
麺
．
、

　
　
　
顯
．
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● 白石市働く婦人の家・女性政策室 　宙25－6593
圃・宙25－5095

女性政策室
8月の休館日

3・9・13・14・15・16・17・23・30日

臨　21世紀のみやぎを拓く女性会議～参加者募集～　　　　　　　　　　ひら

　自分も他人も大切に生きていく社

　　　　　　　　　　み会をめざし、みんなで一緒に観て・
き

聴いて・考えてみませんか！

　各界で活躍中の方々の話が盛りだ

くさん1お気軽にご参加ください。

●日　時　平成10年9月1日（火）

　　　　12：30～15：30

●場所白石市文化体育活動

　　　　センター（キューブ）

●テーマ　　『家庭・職場・地域での

　　　　ステキな人生』
　　　　　　あなた　わたし
　＝ともに生きよう男と女二

●特別講演

・講　師　渥美　雅子氏（弁護士）

・講　演　　『21世紀に軟着陸』
ひと　　ひと

＝女と男の新しい地平線を求めて＝

働く鋸民の家

●パネルディスカッション

○パネリスト

　川井貞一氏（白石市長）

　沼崎一郎氏（東北大学文学部助教授）

小室照枝氏（東天閣社長）

　猪又卓子氏（東船岡中学校校長）

吉田貞子氏（上西産業勤務）

Oコーディネーター

樋口美智子氏

　（宮城県環境生活部次長）

●主催宮城県および自石市

●募集人数　600名

●入場料無料
●お問い合わせ・お申し込み方法

直接ご来館またはお電話で申し込

みください。

※『女・男パワーアップ講座』受講生

　は、申し込みの必要はありません。

公開講座のお誘い

　8月21日から開催するホームヘル

パー3級の講習会の中で、1人でも

多くの方に聴いていただきたい次の

講演を公開講座としますので、都合

のつく方はぜひご参加ください。

●内容
　『障害者福祉の制度とサービス』

●講　師　赤塚俊治氏

　　　　（東北福祉大学教授）

●日　時　9月4日（金）10：00～12：00

●場所働く婦人の家

特別講座「ふるさとの山を観る」～受講生募集～

●日　時　9月10日（木）

　　　8＝00～16100

●場所昭和万葉の森
●参加費　2，000円位

●募集人員　30名

●お申し込み

　8月4日（火）から受け付けしま

白石音頭踊りの練習

みんなで参加

　　・・夏まつりパレード…

●日時
昼の部　8月5日（水）13＝30～15：30

夜の部　8月7日（金）19：00～21：00

●講　師　若柳宝梅　先生

●場所
働く婦人の家3階大会議室

すので、電話または直接ご来館のう

えお申し込みください。定員になり

次第締め切ります。

※定期講座「ふるさとの山を観る」

受講生の方は、申し込みをご遠慮く

ださい。

　ミニ展示会のお知らせ

［フォトスワン］

7／31（金）～8／12（水）東北アツギ

8／13（木）～8／27（木）セラビ臼石

［ペン習字］

7／31（金）～8／12（水）セラビ白石

8／13（木）～8／27（木）いきいきプラザ

［油絵］

8／28（金）～9／10（木）いきいきプラザ

［清心］

8／28（金）～9／10（木）東北アツギ

幽　　　　　　垂　　　　　　＝冒

ひ＜⑤・ば

RIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

れ

㌔

瀬戸内寂聴訳　講談社

■新着図書案内30選■

1．　寂聴ほとけ径一私の好きな寺

　　　　　　　　瀬戸内寂聴著
2，　七夕と相撲の古代史　　　　平林章仁著

3，　世界地図の楽しい読み方

　　　　ロム・インターナショナル編
4．　ホームスティ完全マニュァル

　　　　　　　秋葉利治ほか著
5．　朝礼の話材303例　　　　村岡正雄著

6．　ソーシャル・バリアフリーのまちづくり

　　　　　　　　　越川秀治著
7．　ビタミンの凄い新薬効　　　安田和人著

8．　子どものおべんとう

　　　　　　ゆうエージェンシー編
9．　油絵　わかりやすい混色教室

　　　　　　　グラフィック社編
10．　キャシー中島のバラ色のキルトをあなた

　に　　　　　　　　　日本ヴォーグ社編
11．　東北民藝館一豪農の館・肥田野邸

　　　　　　　　　藤井邦彦編
12．　芹沢けい介の文字絵・讃

　　　　　　　芹沢長介ほか著
13。　日本の美術館と企画展ガイド198－199，3

　　　　　　淡交社美術企画部編
14．　真砂女歳時記　　　　　　鈴木真砂女著

15．　楽天少女通ります　　　　　田辺聖子著

16．　芭蕉羽黒山の殺人　　　　　檜山良昭著

17．　助教授ルリ子の恋　　　　　谷村志穂著

18．　神戸愛と殺意の街　　　西村京太郎著

19．　仙台の影絵　佐賀着10時16分の死者

　　　　　　　　　津村秀介著
20，　黄昏　　　　エリザベス・スペンサー著

21．　ねえねえ、もういちどききたいな

　　　　　　ローラ・コーネル絵
22。　あたらしい　新幹線　大集合1

　　　　　　　　　松本典久文
23．　なにしてあそぽう・ちゃんとりん・

　　　　　　　いとうひろし文
24．　屋根裏のぼくのゆうれい　　折原みと著

25．　妖怪たちはすぐそこに　　　木暮正夫著

26．　NHKなんでもやってみよう
　　①巨大シャボン玉に挑戦1

27．　NHKなんでもやってみよう
　　②作って鳴らそうおもしろ楽器

28．　NHKなんでもやってみよう
　　③天高くとべ竹とんぽ
29．　NHKなんでもやってみよう
　　④太陽の光とあそぽう！

30．　NHKなんでもやってみよう

　　⑤草木染めに挑戦1

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
　　　　8月の休館日
3目、10日、17日、24日、31日（月末休館
日〉、おはなし会15日（午後2時から）

夏野棄仁香疎と辛疎をまカ・ぜτ、

薄疎でお粉しく、夏バテ予防にノ

〈
作
り
方
〉

①
な
す
は
縦
4
つ
に
切
り
、
切
り
込
み

　
を
入
れ
、
水
に
つ
け
ア
ク
抜
き
を
し
、

　
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子
レ
ン
ジ
で
加

　
熱
、
ま
た
は
ゆ
で
て
水
気
を
切
る
。

②
豚
肉
は
し
ょ
う
が
、
酒
少
々
を
入
れ

　
た
湯
で
ゆ
が
く
。

③
調
味
料
A
と
お
ろ
し
し
ょ
う
が
を
混

　
ぜ
、
な
す
と
豚
肉
に
か
ら
め
冷
や
す
。

0
器
に
ト
マ
ト
の
半
月
切
り
を
飾
り
、

　
上
に
具
を
た
れ
ご
と
盛
り
、
し
ら
が

　
ね
ぎ
と
し
そ
を
載
せ
る
。

　材料4人分
なす……・………・300g
豚もも肉…・……・…150g
酒・しょうが…一一…各少々
トマト………一……・1個
ねぎ……………・…20g
しそ一・・一一・”D。一・一。8枚

A｛　しょうゆ一…大さじ1・1／2

　酢…………・大さじ1
　さとう・。一…　一小さじ1／2

　豆板じゃん…・小さじ1／2

　ごま油…………少々
しょうカヅ・一一・一一一・†／2カ’け

ヘルスメイト白石

斎藤　ミホさん

　　　（白石）
　　　　　　ノ
　　　　　1
　　　　　！
　　　　　！
　　　　！　　　　！

里

家／

囮　
ワ
ー
プ
ロ
入
力
を
す
る
内
職
に

関
連
し
た
相
談
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
電
話
や
折

り
込
み
広
告
で
勧
誘
が
行
わ
れ
た

ケ
ー
ス
で
す
。
「
高
額
な
ワ
ー
プ
ロ

な
ど
を
買
わ
さ
れ
た
だ
け
で
内
職

は
斡
旋
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
」

「
登
録
料
の
名
目
で
現
金
を
だ
ま
し

取
ら
れ
た
。
」
と
国
民
セ
ン
タ
ー
よ

り
被
害
速
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
宅
に
業
者
か
ら
電

話
が
あ
り
「
専
用
の
ワ
ー
プ
ロ
を

購
入
し
て
試
験
に
合
格
す
れ
ば
月

八
～
十
万
円
の
収
入
に
な
る
。
」

「
登
録
料
を
払
え
ば
仕
事
を
斡
旋
す

る
。
」
「
初
め
て
の
人
で
も
す
ぐ
に

高
収
入
の
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
安
定

し
た
副
収
入
」
と
い
っ
た
内
容
の

ワ
ー
プ
ロ
内
職
の
折
り
込
み
広
告

が
入
る
。
「
仕
事
を
斡
旋
し
て
く
れ

る
。
」
「
収
入
が
得
ら
れ
る
。
」
と
思

い
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ

ト
、
教
材
、
ワ
ー
プ
ロ
講
座
等
の

契
約
を
し
た
り
、
登
録
料
、
保
証

金
、
入
会
金
等
を
支
払
う
。
し
か

し
、
仕
事
を
斡
旋
し
な
い
。
説
明

通
り
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
試
験

に
受
か
ら
な
い
（
簡
単
で
誰
で
も

受
か
る
と
言
っ
て
い
た
の
に
難
し

く
て
受
か
ら
な
い
。
業
者
の
合
格

基
準
に
疑
問
が
あ
る
）
。
指
導
し
て

く
れ
る
と
言
っ
た
の
に
対
応
し
て

く
れ
な
い
な
ど
業
者
と
連
絡
が
取

れ
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
ヘ
ア
ド
バ
イ
ス

　
ワ
ー
プ
ロ
入
力
を
す
る
内
職
で
、

業
者
が
言
う
よ
う
に
簡
単
に
高
収

入
を
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
業
者

が
セ
ー
ル
ス
通
り
内
職
を
斡
旋
し
　
血

て
く
れ
る
保
証
も
な
い
。
納
得
で

き
る
説
明
を
し
な
い
業
者
は
信
用

し
な
い
こ
と
。
電
話
勧
誘
で
ワ
ー

プ
ロ
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
教
材

等
の
契
約
を
し
た
場
合
は
、
書
面

の
交
付
日
よ
り
八
日
以
内
で
あ
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
が
で
き
ま
す
。
と
に
か
く
早

め
に
相
談
を
す
る
こ
と
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
三
一
四
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■
、
甲

『ワープロ入力内職』の

勧誘に気をつけて

助

晶　目
食パン
食用油
み　そ
うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　　ぎ

国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（食用調舗ポリ容器入り、1，500

1kg袋又はカップ入り（高級品は除つ、だし入り可

宮城県産ひとめぼれ100妬10噛㎏1よ換蜘

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、切身（刺身用）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100

平均価格

　148
　441
　330
2，626

　189
　340
　392
　980
　166
　198
　736

前鯛月比

＋　30

　24

＋　9

高値
158

498

395

3，680

198

398

480

980

198

198

780

安値
128

328

298

1850
185

225

298

980

150

198

649

プロパンガス

品　目

灯油（店頭）

灯油（酎達〉

軽　油
ガソリン

洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

一般家庭用、10㎡
　規　　格

184
18召

14、店頭価格、現金売り
14、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗削、高密度粉末1，2k〔15kでも可）

液体、ポンプタイプ、700～780濯

聡顯時蹴紛、スタンダードタイ力翻、餅可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡，店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成10年7月1日

　　　　　高値　　　　　　　安櫨平均価格　　対前年剛此

　　　　　　　4，000　　　　　4，7004，700－420

　　　　　720　　　　　　　　558　627－241
　　　　　774　　　　　　　　674　734　　　108
　　　　　　77　　　　　　　　69　73　　　　3
　　　　　　96　　　　　　　　88　91　　　　9
　　　　　398　　　　　　　　298　331－158
　　　　　580　　　　　　　　398　492
　　　　　　　　498　　　　　735　611
　　　　　150　　　　　　　　98　115　　　44
　　　　　328　　　　　　　　228　278
　　　　　　　　98　　　　　128　118



白石市文化体育活動センター〔キューブ〕謡蟹二握器
8月の休館日　5・12・19・26日

村治佳織の夕べ
今最も注目を集めている天才ギタ

リスト。

●日　時　8月28日（金）

　　　　開場18：00、開演18：30

●チケット　4，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

※固癒鞭⑳置蛎彦置
　8月8β／士／に朔催予定の万村

治僅綴のタベノぱ出演者等の都合に

より、　8ノヲ28βr金ノ’こ変更’二な

りました。なお、チケットご臓入の

方につきまして’は、キューブで変更

後のチケッAと．交換していただぐ

か、または返金させていただきます。

＿コパ1アコースティイック・ライブ

罫嚇
ド

1F　　壽　　　　≒誉・

飯　　　　　滋
ノ　　

、呂

CO6ム燗U蟹髄O　U鴨
　cobaのアコーディオン・サウンド

は、若い世代に衝撃と影響を与え、

その伝統的なイメージを変えた。

●日　時　9月26日（土）

　　　　開場15；30、開演16：00

●チケット　4，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出演coba（アコーディオン）、

今堀恒雄（ギター）、

PECKER（パーカッション）

バスケットボール教室生徒募集

　8月28日（金）からバスケットボ

ール教室がスタートします。

　バスケットボールの基本からコー

チし、個々のレベルアップを目指し

ます。

●対象者　中学生（男子、女子）

●練習会場　キューブ・アリーナ

（都合により練習会場が変更になる

場合もあります。）

●練習日時

　毎週金曜日　19：00～21：00

●受講料　1，000円／月（保険料込）

●募集定員　50名程度

●お申し込み方法

　直接キューブ事務室へお申し込み

ください。

　　米良美一の夕べ
　映画「もののけ姫」の主題歌を歌い

脚光を浴びた、日本の若きカウンタ

ーテナーが天与の声を披露します。

●日時10月24日（土）、25日（日）

　　　　開場15：30、開演16：00

●チケット　5，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出　演　米良美一

スパッシュランドしろいし 薗29－2326
圃29－2328 8月は休まず営業いたします

●シャトルバス運休のお知らせ

　8月の平日のシャトルバス　　　　　　日の自石駅、市役所経由の送迎バス

は運休いたします。（土・日・祝祭　　　については運行いたします。）

●「第ニクールの各教室のこ案内（8月より受付開始）」

月曜コース

水泳教室

9／7～11／9

10：30～11：30

火曜コース

水泳教室

9／1～9／24

10：30～11：30

木曜コース

アクアビクス教室

9／3～10／29

10：30～11：30

金曜コース

水泳教室

9／4～11／6

10＝30～11：30

（エアロビクス教室除く）

●夏休み期間中も小・中学生のプー

　ル利用券が使用できます。

（ただし、プール利用のみです。）

●スパッシュランド

秋季大会のお知らせ

　9月6日（日）自石市民水泳大会

　9月26日（土）

　　　　姉妹都市国際水泳大会

　両大会ともプール・トレーニング

ルームの利用はできませんので、あ

らかじめご了承願います。

片倉家中武家屋敷「旧小関家」 宙24－2162

武家屋敷催事『七夕まつり』開催

　教育委員会及び白石市文化体育振

興財団では、下記により七夕まつり

を開催いたします。

●開催期問

　8月6日（木）～9日（日）

●内容
α）七夕館り作りと展示

※8月6日（木）の9：00から12：00まで

　に七夕飾り作りと飾り付けを行な

います。この時間の参加者に限り

入館料は無料となります。

　（名前が入ったカッター、はさみ、

　えんぴつ、定規、手ふきタオルを

持参してください。）

②手作り絵本の展示

●開催場所

　片倉家中武家屋敷「旧小関家」

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　文化財係　宙22－1343

写 「ALTA　shiroishi」勤労青少年ホーム
●お問い合わせ・お申し込みは・・

宙・圃25－3720

短期講座開催のお知らせ！！

9月から4つの短期講座が始まります。仕事帰りに自分を磨くチャンスです。

ぜひお申し込みください。（各講座とも定員になり次第締め切りといたします。）

α）万フレッシュフラワー6生花フ

　アレンジメント教室ノ

花瓶や家庭用食器への生け方も、

ちょっとしたアレンジで美しく変わ

るもの…。

　ギフトフラワーのアレンジもマス

ターしてセンスアップしてみません

か。（全6回）

●開催日時と時間

　9月2日（水）から

　第1、第3水曜日　19：00～21＝00

●定員15名
●受講料実費

絞りとシャッター等写真の基本か

ら、屋外撮影等の実技、スライドプ

ロジェクターを使用した指導、評価

等まで。この機会にカメラの腕を上

げてみませんか。

（屋外実技日を含めて全6回）

●開催日と時間

　9月11日（金）から

②π造花＆ドライフラワーアレンジ

メント教室ノ

10月の花嫁をイメージしてドライ

フラワーのブーケを作ってみません

か。もちろんクリスマスリース製作

の予定もあり。（全6回）

●開催日時と時間

　9月9日（水）から

第2、第4水曜日　19：00～21＝00

●定員15名
●受講料実費

●講師
　花教室「はなひと」千葉由紀子

隔週金曜日　18：30～20：30

●定員　　15名

●受講料　　月額2，000円

（リバーサルフィルムのみメーカー

より提供。その他現像代等実費）

●講　師　フォトアドバイザー

　　　　渡辺庄吉

社会的に非常に重要な手話。A　L

T　A手話教室は基本から指導いたし

ます。初心者のあなたもぜひどうぞ。

（全6回）

●開催日時と時間

　9月10日（木）から

　第2、第4週木曜日　18：30～20：30

●定員15名
●受講料無料
●講　師　大森　啓子

　あなたにも作れます。簡単でとっ

てもかわいらしいアメリカンカント

リークラフトのカントリードール。

初心者の方でも基本から教えますの

でぜひ参加してください。

●開催日時と時間

　9月4日（金）から

　隔週金曜日　19：00～20：30

●定員15名
●受講料無料
●講　師　小室　領

「パラグライダー教室」開催のお知らせ1里

①「ちょっと体験教室」

　エーだって飛ぶの怖い…、という

貴方でも大丈夫。インストラクター

がちゃんと指導してくれます。ちょ

っとだけ体験してみたいという貴方

にもってこいの教室です。

●開催日時　9月20日（日）

　・午前の部　　9：00～12100

　・午後の部　13：30～16：30

●定　員　午前20名、午後20名

●場所白石市緑地公園
●参加費　1人2，000円

（用具レンタル、保険料込み）

②「一日体験教室」

　ゆっくり、じっくり、パラグライ

ダーを体験してみたい方はぜひどう

ぞ。もちろん初心者だってO　K。基

本から教えますので、安心して参加

してください。

●開催日時　10月4日（日）

　　　　　9：30～16：00

●定員20名
●場　所　七ケ宿スキー場

●参加費　1人5，000円

（用具レンタル、保険料、昼食込み）

●主催ALrAshiroishi
●協　力　風の谷仙台

　　　　パラグライダースクール

いきいきプラザ 宙22－1635 8月の休館日　毎週月曜日

1　「市民ギャラリー」展示のこ案内

★ペン習字

　8／12（水）～8／27（木）

　［働く婦人の家サークル］

★油絵
　8／27（木〉～9／10（木）

　　［働く婦人の家サークル］

★フリーマーケット

　　8／22（第4土曜日）



4

輝いています。今のあなた
★ ＄一

翼1

白石市外二町組合（公立刈田綜合病院）
職員を募集します

「料理講座」講座生

追加募集1
●職種、採用予定人員

　看護婦（士）　　　　若干名

　理学療法士　　　　　若干名

●応募資格

　昭和38年4月2日から昭和54年4

月1日までに生まれた者で、受験し

ようとする職種の免許を有する者ま

たは平成11年4月30日までに免許を

取得する見込みの者

●試験日時

・第1次試験

　試験日　9月13日（日）

　　　　10：00～12：00

　試験種目　作文試験

・第2次試験

試験日　10月中旬

　試験種目　人物試験・身体検査

　　　　　身上調査

●採用予定日

　平成11年4月1日以降

　（採用日までに免許の取得が必要）

●受験手続き

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、必要事項を記

入のうえ公立刈田綜合病院庶務課人

事係へ提出してください。

●申込受付期間

　8月31日（月）まで

※受験手続き、その他受験に関する

　問い合わせは、公立刈田綜合病院

庶務課人事係へ

宙25・2145（内線323）

公立刈田綜合病院臨時職員を募集します

●職種及び採用予定人員

　臨床検査技師（有資格者）　1名

　看護婦　　　　（　か　　）若干名

　看護助手　　　　　　　1名

●応募資格

　8月1日現在で満年齢が、臨床検

査技師は45歳未満の者、看護婦・看

護助手は35歳未満の者

●募集期間　随時（予定数になり次

第締め切らせていただきます。）

●応募方法

　履歴書（市販の用紙を使用）に必

要事項を記入のうえ公立刈田綜合病

院庶務課人事係へ提出してくださ

い。

●採用日随時
※応募手続き、その他応募に関する問

　い合わせは公立刈田綜合病院庶務

課人事係へ　宙25－2145（内線323）

将棋大会参加者募集

　5月から実施している料理講座
（火曜コース）では、受講生を追加

募集いたします。

　あなたも食生活の向上をめざしま

せんか！

●期　間　平成10年3月まで

　　　　毎月第2・4火曜日
●時間10；00～12：00

●募集人員　15名

●受講料　月2，000円（材料費込み）

●講師
　料理研究家　畠　つね　先生

●お申し込み方法

　電話または来館のうえ申し込みく

ださい。

●お申し込み期間

　8月10日（月）～14日（金）まで

申し込みください。

●お問い合わせ先

　白石市中央公民館

　薗26『2453　　囲24－5377

NH　K学園通信講座
受講生募集

　将棋愛好会主催の「将棋大会」を

次のとおり開催いたします。

　皆さん奮ってご参加ください。

●日　時　8月23日（日）9：00開会

●会　場　自石市中央公民館

●参加費　1，000円（昼食代等）

※高校生以下は500円

●共　催　白石市中央公民館

●参加資格

　市内にお住まいの方ならどなたで

も参加できます。

●試合方法　宮城県大会に準じる。

●組み合せ

　前回までの戦績などを参考に組み

合わせします。

●お申し込み方法

　8月17日（月）まで申込書に会費

を添えて中央公民館まで申し込みく

ださい。（申込書は中央公民館にあ

ります。）

●お問い合わせ先

　白石市中央公民館

　薗26－2453・圃24－5377

　　～た生涯学習ノ通信講座～

　俳句、短歌、書道、文学、写真、

絵画、語学、それに資格の取れる講

座など趣味と教養の「生涯学習」講

座を85講座205コース開講しており、

あらゆるレベルのコースが用意され

ています。

　受講の申し込みは随時受け付けて

いますので、この機会に自己を高め

る講座にチャレンジしてみてはいか

がでしょうカ・。

　詳しい案内書は無料で送付しま
す。

●お問い合わせ先

　〒18δ8001

　東京都国立市富士見台

　NHK学園8EO1係
　盆042－572－3151

白石キャピタルオペレーション墓金助成金の募集1携茄霧キャ

郷土の歴史、伝統文化の研究伝承

の役割を担う人材の育成事業及び蔵

王の自然を享受できる青少年交流、

スポーツ交流事業並びに情報化時代

に対応した各種事業の助成を目的に

設置された、白石キャピタルオペレ

ーション基金の助成事業について、

下記により募集いたします。

●募集期間　8月17日～9月14日

●申請先

（財）白石市文化体育振興財団事務局

　白石市役所振興課内　宙22－1324

　応募用紙は、事務局に備えてあり

ます。

●助成対象事業

　平成10年10月1日から平成11年3

月31日までに実施予定の次の各号に

該当するイベント事業。

（ただし、②、③は対外交流、市全

体交流を主としたものに限ります。）

①歴史文化研究伝承事業

②青少年交流事業

③スポーツ交流事業

④情報化推進事業

　⑤その他目的達成に必要な事業

●申請者の資格

　原則として、市内に住居して、文

化、スポーツ、情報化推進活動を行

っている団体。

●助成金額

①年間助成費の範囲内において、個

別に決定します。ただし一件当た

りの助成額は、事業に要した費用

の2分の1を限度額とします。

②助成は、市からの補助金などを受

けた事業は該当しません。

　詳しくは、振興課内財団事務局に

お問い合わせください。

～メ具南コーズ～
●実施月日

　9月12日（土）～13日（日）

●場所宮城県七ツ森希望の家
●参加対象　在宅の心身障害（児）者

とその家族、ボランティア

●内　容　クラフト、花火、登山、

　　　　屋外炊飯など

●費用無料
●締め切り　8月21日（金）

●お問い合わせ先

　宮城県七ツ森希望の家

　面022－345－3701

自衛隊航空学生・曹候学

生・曹候補士募集

短期講座　ゴルフ教室・受講生募集

好評にこたえてゴルフ教室を開設

いたします。

　さあ、あなたもこのゴルフ教室で

いい薯干を流しましょう　1

●主　催　白石市中央公民館

●期間
　9月2日～25日（10回）までの
月・水・金曜日（23日は除く）

●時間19：00～21＝00

●場　所　白石ゴルフガーデン

●募集人員　15名

●受講料　13，000円（10回分）

　　　　ほかにボール代は実費

●講師
　プロゴルファー　佐藤　豊　先生

●お申し込み方法

電話または来

館のうえ申し込

みください。

●申込期間

　8月10日（月〉

　　　　　　　　61　～14日（金）

　8；30～17：00

　　　　　　　llo
●お問い合わせ先

　白石市中央公民館

　宙26－2453　　圃24－5377
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1巴　II

●受付
　8月3日（月）～9月11日（金）

●資　格　18歳以上27歳未満の男女

　　　　（来春高卒者含む）

●試験9月19日（土）、航空学
生（パイロット）は23日（水）

●待　遇　初任給161，900円、ボー

ナス年3回5．25カ月分、完全週休2

日制、衣・食・住無料、大学2部等

の通学可

●お問い合わせ先

　自衛隊大河原募集事務所

　面0224－53－2185

放送大学第2学期（10月
入学）学生募集

社会福祉法人伯和会の職員を募集します

●採用予定職種及び採用予定人員

　看護婦　　1名

●申し込み資格

　昭和34年4月2日から昭和44年4

月1日までに生まれた者で、看護婦

の資格のある者。

●申込受付期問

　8月3日（月）～8月31日（月）

　8：30～17：00（土・日曜日は除く）

●お問い合わせ先

　白石市福岡蔵本字茶園62－1

　社会福祉法人伯和会　事務係

　露25－8885

～自宅で大学の授業が児られまず～

　1月21日から、C　Sデジタル放送

（スカイパーフェクTV！テレビ

205ch、ラジオ500ch）で全国放送を

開始しています。テレビとラジオで

授業を行い、自宅で学習できます。

●募集学生

・全科履修生（卒業を目指す学生）

・選科履修生（1年間在学する学生）

・科目履修生

（1学期問「6か月」在学する学生）

●出願受付　8月15日（土）まで

●資料請求・お問い合わせ先

　放送大学宮城学習センター

　〒980・8577

　仙台市青葉区片平2丁目1－1

　薗022－224－0651



　　　　働

撫
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　　　たってあそんで

　　　野歩さんコンサート

　　　　　　　　　の　ぽ　「トラや帽子店」の野歩さんが、

楽しいあそびうたと素敵な歌をたく

さんもって、またまたやってきます。

　大人も子供もいっぱい楽しめるコ

ンサートです。

●日時10月24日（土）

　　　　開場13；00、開演13：30

●会場えずこホール
　　　　（仙南芸術文化センター）

●入場料　2，500円（全席指定）

●主催トラやとあそぼう会

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒989－1321

　村田町大字沼辺字南公19－1

　小山敦夫　薗・圃0224－83－5897

産灘騰習期成

　上戸沢地区産業廃棄物最終処分場

建設反対期成同盟会（斎藤貞三会長）

では、反対運動の活動資金として、

募金活動を進めてまいりましたが、

自治会や各種団体を初め、一般市民

の皆様から2，476，940円のカンパを頂

きました。ご協力誠にありがとうご

ざいました。

　この資金は、建設反対の住民投票

を呼びかける活動に使わせていただ

きましたが、残金につきましては、

業者が撤退するまで、引き続き反対

運動を展開していくための資金とさ

せていただきます。以上ご報告申し

上げます。

●お問い合わせ先

　上戸沢地区産業廃棄物最終処分場

　　　　　　建設反対期成同盟会

　　　　事務局：白石商工会議所

　　　　　　　　　　面26－2191

城県介護支援専門員実務研修受講試験が
実施されます

　平成12年4月から導入される介護

保険制度を運営していくうえで、要

介護高齢者等に対する介護サービス

計画（ケアプラン）を作成するなど、

重要な役割を担うこととなる介護支

援専門員の養成を図るため、宮城県

介護支援専門員実務研修受講試験が

実施されます。

●日時　9月20日（日）10：00～

●場所東北大学川内キャンパス

●受験料　7，350円（消費税込み）

●受験資格

　医師、歯科医師、薬剤師、保健婦、

看護婦、理学療法士、作業療法士、

社会福祉士、介護福祉士等の資格を

持ち、その資格にかかわる業務に従

事する（従事した）方、または高齢

者等に対する相談援助業務や介護業

務に従事する（従事した）方で、一

定の実務経験（5年または10年以上）

を有する方

●申込期限（予定）

　8月20日（木）まで（当日消印有効）

●受験申込書

　福祉事務所、県福祉事務所、保健

所の窓口などで配布します。

●お問い合わせ先

　宮城県社会福祉協議会

　面022－225－8476

休み・県内一斉子どもの人権相談所開設の
お知らせ

　どんなことでもお気軽にご相談く

ださい。

●相談内容

　子供のいじめ、虐待、体罰、不登

校など、子供の人権にかかわる問題

●日　時　8月21日（金）

　　　　10＝00～15：00

●場　所　白石市中央公民館

●相談料　無料

●相談員

　白石市人権擁護委員および子供の

人権専門委員

●お問い合わせ先

　大河原人権擁護委員協議会

　仙台法務局大河原支局

　薗0224－52－6054

※相談の内容はすべて秘密にされま

　す。難しい手続きはいりません。

　安心してご相談ください。

7回小京都むらたフォトコンテスト

作品募集のお知らせ

　村田町の名所、旧跡、産物、自然

等を題材に、「みちのく宮城小京都

むらた」の魅力を表情豊かに表した

ものであれば素材は自由です。

●応募資格　どなたでも可

●サイズ　四切プリント（スライド

のみは不可。ただし、ダイレクトプ

リントは可）

●応募規定

①作品は未発表のものに限ります。

応募点は1人5点までとします。②

組写真は認められてません。③作品

の裏側に、所定（題名、撮影場所、

撮影時期、氏名、年齢、住所、職業、

電話、コメント）の事項を記入した

応募票を必ず作品ごとに添付してく

ださい。④入賞作品の版権は主催者

に帰属します。⑤原則として、応募

作品の返却はいたしませんので、ご

了承ください。⑥平成9年11月から

平成10年10月までに村田町内で撮影

したものとします。

●賞　①金賞1点（賞金5万円）②

銀賞2点（賞金2万円）③銅賞3点
（賞金1万円）④特別賞数点⑤佳作

5点

●発　表　11月下旬に入選者に直接

通知します。

●応募締め切り　10月31日

●応募先・お問い合わせ先

　〒989－1305　村田町大字村田字迫6

　村田町役場商工観光課内

　村田町観光協会　宙0224－83－2111

陸上自衛隊船岡駐屯地からのお知らせ 紙相撲白石夏場所

《納源壼◎◎》

O日　時　8月8日（土）

　　　　17：00～21＝30

　雨天時は9日（日）に延期

○催し物

　盆踊り、船岡さくら太鼓演奏、花

火大会、模擬売店など

《鰭2施畿國訓i練低關》

O日　時　8月30日（日）

　　　　9：00～16：00

　　　　雨天時は翌日の予定

軸
え
　　　ずこホールから
　　　のお知らせ

～ブータン　タシ・ネンチャ公演～

●日　時　8月22日（土）19：00開演

●場所えずこホール
●入場料無料

※公演後、交流会を行います。参加

　費は500円（食事付）、8月20日ま

　でえずこホールヘお申し込みくだ

　さい。

※整理券は、えずこホール窓口ほか、

　仙南各中央公民館にて配布中1

（数量限定）

●お問い合わせ先

　えずこホール　宙0224－52－3004

○場所
　阿武隈川中島地区渡河訓練場

O競技内容　漕舟・軽門橋構築運航

（ボートレース・フェリーボート構

築運航）

●お問い合わせ先

　陸上自衛隊船岡駐屯地

　薗0224－55－2301（内211～213）

　　　の郷土館齋理屋敷

　　　新装オープンしました

　模型と映像で昭和初期の暮らしを

再現する「交流の館」、生活工芸や

食文化などの伝統の技が体験できる

「習の蔵」の2つの新館に、今まで

未整備だった蔵と庭園を加え、7月

25日に新装オープンいたしました。

どうぞグレードァップした齋理屋敷

にお誘い合わせでおいでください。

●お問い合わせ先

　丸森町役場商工観光課

　雷0224－72－211！

　40年ぶりにやってくる大相撲夏巡

業を記念して、大人から子供まで参

加できる紙相撲を行います。

●日　時　8月11日（火）17：30集合

●場所
　中町通りヤオチュウ本店駐車場

※雨天の場合は、ヤオチュウ本店前

　村上満商店で開催します。

※当日は交通規制のため、お車での

　お越しはご遠慮ください。

●参加資格

　どなたでも参加できます。年齢制

限はありません。ただし、小中学生

は父兄同伴でお願いします。

●参加費無料
●その他

・64名のトーナメント戦です。各自

「しこ名」を考えて来てください。

・紙相撲大会、相撲クイズ入賞者に

は、大相撲仙南場所チケットやその

他参加賞をプレゼント1多数のご参

加をお待ちしております。

●お問い合わせ先

　（社）白石青年会議所　担当：村上

　宙24－4555

　（月～金曜日　10：00～15：00）

わたしたちが主役暦す！1

崖　　隔留鱈轄し囎㊧づ《⑳シリ戸ズ②恥不購人拳嫁
　まちの中でみなさんが高齢の人や

障害のある人を見かけたとき、お手

伝いできる例を紹介します。

1　ロ話（読話）

　口話（読話）は、自分から話し、相

手の口の動きを読みとることで伝え

あう方法です。相手が口話をしてい

るときは、口の動きがわかるように

正面からはっきり話してください。

ただし、口話には限界がありますの

で注意してください。

2手話

改

　4
、　守 　

沁

　日本語は音声言語ですが、手話は、

目で見てわかる視覚言語です。耳の

不自由な人たちの間で自然に生ま

れ、発展してきたものです。ただし、

耳の不自由な人すべてが手話をする

ことができるわけではありませんか

ら注意してください、

3　筆談
　筆談は、手のひらや紙に文字を書

いて伝えあう方法です。耳の不自由

な人に話しかけられた場合には、気

軽に筆談で応じてください。最近は

筆談に便利な用具をはじめ、耳の不

自由な人との会話を助けるためのさ

まざまな用具が開発されています。

4　病院や銀行などで

　病院や銀行の窓口などで呼ばれて

も聞こえません。そのようなときは、

手招きをしたり、肩をたたいたりし

て知らせてください。最近では、振

動で知らせる器具（振動呼出器）も

開発されています。

5　ものを尋ねられたら

　耳の不自由な人から何かものを尋

ねられたときは、手話ができなくて

も、筆談や身ぶり手ぶりで構いませ

んから、心よく答えましょう。

有
必
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6　電話を頼まれたときは

　耳の不自由な人が電話する必要が

できたときは、身近な人に頼むこと

になります。頼まれたときは、心よ

く引き受けましょう。

　詳しく知りたい方は、ガイドブック

を無料配布しております。福祉事務所

または社会福祉協議会へどうぞ。

　宙22－1400



8月2日

内科柿崎医院肉25－2210
外科　刈　田　病　院盧25－2145

歯科　村上歯科医院霞26’2678

8月9日

内科亘理医院宙25－8501
外科刈田病院面25－2145
歯科　真壁歯科医院（蔵王町）宙32－3122

8月16日

内科　三浦内科クリニック宙25－6854

外科　刈　田　病　院面25－2145

歯科　三沢歯科クリニック露25－6483

8月23日

内科広瀬医院宙25－0238
外科宮城医院宙25－2062
歯科　亘理歯科医院面26・2563

8月30日

内科　海　上　医　院露25．1501

外科加藤医院宙26－2653
歯禾斗　　村上歯科医院（蔵王町）宙　33－4125

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故馴鰻響

事故発生件数　48件（396件）
死亡者数
負傷者数
物損件数

0人（　1人）
11人（83人）
38｛牛（319響牛）

■人口41，643人（前月比）＋17人

　　　　　　　　　　　　　　早2q457　帰21，186

口世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
書12，849
　　　　　　6月30日現在

人権擁護委員委嘱のお知らせ

　平成10年6月1日付けをもって、

法務大臣より次の方々が人権擁護委

員に委嘱されました。

・山田　光彦　白石市柳川原19－1

・太齋　孝子　白石市寿山19－1

　なお、主な仕事は皆さんの人権が

侵されないように、たえず見守り、

もし人権が侵されたり侵されようと

している場合には、相談相手になっ

てその救済を図るとともに、人々の

間に正しい人権の考え方を広めたり

することを使命としています。

　皆さんが、毎日の生活を営んでい

くうえで、これは人権問題ではない

だろうかと感じたり、法律上どのよ

うになるのかわからないため困った

りすることがあると思います。この

ような場合はあなたの近くの人権擁

護委員に気軽に相談してください。

また相談は無料で、相談されたこと

は一切秘密に扱われます。

●お問い合わせ先

　市生活環境課　宙22－1314

8月はr道路蔚る月間」です

　安全で快適な道路環境を保持する

ため、交通安全施設等の点検と整備

を推進するとともに、道路の正しい

利用の啓発と道路愛護思想の普及を

図り、道路を常に広く美しく安全に

利用する気運を高めることを目的と

して行われますので、ご協力をお願

いいたします。

●実施期間　8月1日～8月31日

●運動の重点

①道路環境の点検と整備

　標識・区画線・防護柵・照明灯等

②道路の正しい利用の指導

　不法占用物件、通行障害物の排除

③道路愛護思想の普及

　除草、側溝清掃等

天守閣から花火大会を見物してみませんか

●日　時　8月12日（水）

　　　　18：30～21：00

●募集人員　80名（入場無料）

●応募方法　往復ハガキに住所、氏

名、年齢、電話番号を記入のうえ、

申し込みください。応募者多数の場

合は抽選とします。

●応募締め切り日　8月6日（木）

●抽選日　8月7日（金）

●当選発表

　当選者に招待券の発送をもって発

表にかえます。

●お申し込み先

　白石市益岡町1－16

　白石城管理事務所　宙24－3030

●主催
　（財）自石市文化体育振興財団

　　　　　　　　　　　　　　★　・●　羊　レ　　→【　●
一マン・キッズしろいし★親と子の潤蛭教室★
　　　　　　　　　　　　　　（●●　収　▲　“　・　4　埼

　本場中国の手作りギョーザで夏休

みの思い出を包もう！！

●主催
●後援
●参加費

●対象
●日　時

●場所

白石市母子寡婦福祉会

白石市社会福祉協議会

1組500円

市内のひとり親家庭30名

8月23日　（日）9：30～

白石市中央公民館

●講　師　宮城県国際交流協会会員

　　　　仙台市民生委員

　　　　菊地輝代先生
※中国の留学生ボランティアを囲み

　交流の場もあります。

●申し込み締め切り　8月10日

●お問い合わせ先

　白石市社会福祉協議会　宙22－1400

12回みやぎ蔵王高原マラソン大会

翻勅塑1齢鞠鯉闘暖＝
●期　日　9月15日（祝）雨天決行

●場所国立南蔵王青少年野営場

●種目
1．3Km一小学男女、親子ペア

　（親と小学生）、中学女

2．5Km一中学男、高校男、

　一般男女（女子は高校以上）

3．10Km一一般男女（高校以上）

4．20Km一一般男女（高校以上）

5．ヘルスパイオニァコース

　　5Km－60歳以上
●参加料

　小中学生800円、高校生1，000円、

一般1，800円、親子ペア1，700円、

ヘルスパイオニアコース1，000円
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●締め切り日　8月14日（金）

　　　　　期日厳守
●お申し込み先

　みやぎ蔵王高原マラソン大会実行

委員会事務局（白石市教育委員会内）

盆22－1343へ

※大会当日は、会場付近が交通規制

　されますのでご協力ください。

Jl1L身障害児（者）のショートステイについて
、

　ショートステイとは、障害児（者）

を介護している保護者が、疾病等の

社会的理由、または休養等の理由に

より家庭における介護が困難になっ

た場合に、一時的に介護を必要とす

る障害児（者）を施設で保護し、家庭

の福祉の向上のため支援するもので

す。費用は1日約1，530円です。食事

はもちろんのこと、利用者の障害に

あった指導が受けられるため、安心

してご利用いただけます。

　利用できる管内の施設は、白石陽

光園、臼石あけぼの園、白石寿光園、

柴田町にある旭園、角田市にあるは

ぐくみ学園などがあります。

　利用期間は7日問以内ですが、あ

らかじめ登録が必要になります。

　登録申し込み、お問い合わせは、

民生部福祉事務所社会福祉係まで。

露22－1400

城県下水道排水設備工事責任技術者試験
及び受験講習について

◆誹、験

O対象者

　白石市に責任技術者として登録を

予定している方

O試験日時
　11月10日（火）13：30～16100

0試験会場　宮城県民会館　他

O申込期間
　9月1日（火）～9月11日（金）

○お申し込み先

　白石市土木部下水道課

◆受、験誘習

O対象者　受講を希望する方

O講習日時
　10月7日（水）9：00～16：00

0講習会場　宮城県民会館　他

○お申し込み

　試験の申し込みの際に受け付けま

す。

●お問い合わせ先

　白石市土木部下水道課

　宙22－1327

　　　上から

　　　お礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　鈴木一二氏、（社）仙南法人会会長

渡辺佐男氏、羽根田さ江氏、

吉見たけ氏

の
　
、
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※医師の異動について

●退職（6月30日付）

　内　科：菊田　　豊医師

　小児科：栗原由紀子医師齢

●新規採用（7月1日付）

　小児科：奥平長子医師

　以上のように小児科医師が交替に

なりましたので、お知らせいたしま

す．

　　　石郵便局からの
　　　お知らせ

～国際協力に醐する

　　　　　　作丈の募彙～

　皆様に、国際協力に対する関心を

深めていただくため、「国際協力に

関する作文」を募集しています。

●応募方法等

　作品は800字程度とし、「小学生部

門」「中学・高校生部門」「一般部門」

に分けて募集します。郵便局に備え

付けの「作文応募票」と一緒に郵便

局窓口までお出しください。

　具体的テーマ例は次のとおりです。

・国際社会の一員として私がやって

　みたいこと

・国際協力に関して日ごろ思ってい

　ること

・私にできる国際ボランティア

●応募期限　9月18日（金）

●その他

　優秀作品に賞状および賞品を贈

呈。また、応募していただいた方全

員に記念品を贈呈します。

●お問い合わせ先

　白石郵便局貯金課　宙25－2744
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生協子育てグループ「みつばち」を5年前につくって、幅広いボランティア

活動をしているのは西益岡町の星　美保さんです。「みつばち」は、子育て中の

お母さん方を中心に構成されている15～16人のグループです。このほど、60ぺ

一ジにも及ぶ「フレッシュママの白石ふるさと探検記」を半年がかりで作り上

げました。これには、う一めん・くず・和紙を紹介した“白石のいいものみ一

つけた”を初め、笹巻きなどの郷土料理の作り方、おじいちゃん、おばあちゃ

んの子供のころの遊び、白石お散歩マップなどが掲載されています。
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ちに伝えたいということで始めました。」　　　、

現在の主な活動は？「今年から市内保育園な

どに出かけ、桃太郎など30分程度の人形劇をや

っています。子供がいたってボランティアがで

きる。母親が生き生きとしていると子供も伸び

伸びと成長するということを、ほかのお母さん

にも知ってほしくてやっています。」

最後に抱負をお聞かせください。「周りの方々

の協力と理解があってポランティア活動がで

きるので、できる限り人の役に立てるような主

婦でいたいですね。」
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　里司さん、貴暑さんご夫婦の長女

　ママからひとこと。
一パパとママに負けないくらい元気ぜ

　明るく優しい女の子に育っでね。　．

3
．

パパからひとこと

　いっまでも一緒にお風呂に入ろう訟。
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